
令和 年度

第

　 　
円也

　 　

施工延長　　　　　　 L=117.2ｍ

　 　

　ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管（DIP-GXφ300）布設工 L=73.0ｍ

　配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管（HPEφ150）布設工 L=75.4ｍ

　配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管（HPEφ75）布設工 L=17.9ｍ

　配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管（HPEφ50）布設工 L=0.5ｍ

　不断水連絡工φ150 N=1.0箇所

　ストップバルブ設置工φ250 N=1.0箇所

　GX形ソフトシール仕切弁設置工φ300 N=1.0基

　ソフトシール仕切弁設置工φ150 N=1.0基

　仕切弁設置工φ100 N=1.0基

　ソフトシール仕切弁設置工φ75 N=1.0基

　ソフトシール仕切弁設置工φ50 N=1.0基

　給水引込管工 N=3.0箇所

　排泥管設置工 N=2.0箇所

　 　

道　路　名 市 道 森 崎 村 山 線

  　　   　　

番　　　　号 配給施 号

鳥 羽 市 水 道 課

工 事 仕 様 書

  　　
年　　　　度 7

履 行 場 所 鳥 羽 市 船 津 町 地 内

工   事   名 道 路 改 良 に 伴 う 市 道 森 崎 村 山 線 配 水 管 改 良 工 事

 

工　　　　事　　　　の　　　　概　　　　要

     起          工          理          由

 

設 計 金 額

工 　　 　期 令和　8　年　3　月　16　日限り

一金

 



工事数量総括表

式

今回数量

　　

道路改良に伴う市道森崎村山線配水管改良工事

        1

呼び径φ 300mm

水道工事当初

        1

ｍ　　　

　　　鋳鉄管切断（エンジンカッター）

       13

        1

口

        1

　　　

　　　

       73

式

式

上水道工事（１）
工事区分・工種・種別・細別

工事区分

　　　ＧＸ形継手 DIP-GXφ300　異形管

工事数量総括表

- 1 -

口

摘要

        6

507-211c020-00137-91(0)

　　　ＧＸ形継手

工事名

DIP-GXφ300

　　　配水管材料(DIP-GXφ300)
　　　

　配水管改良工事

鳥羽市

DIP-GXφ300　直管

　　　

        6

事業区分

　　　吊込み据付（機械力）

前回数量

式

　

　　配水管工

上水道工事（１）
数量増減単位

口

規格



　　　据付工

今回数量

口

HPEφ150

基

道路改良に伴う市道森崎村山線配水管改良工事

        1

水道工事

- 2 -

管材費対象

当初

口

　　　

　　　配水管材料(HPEφ150)

　　　仕切弁室設置工

DIP-GXφ300　異形管 G-Link

        1

        1

　　　

　　　
       75.4

　　　フランジ継手

        7

工事区分・工種・種別・細別

　　　

       73

工事区分

呼び径φ300㎜　JWWA 7.5K

32型　H900

工事数量総括表

式

ｍ
　　　管明示シート

　　　メカニカル継手

摘要

507-211c020-00137-91(0)

工事名

DIPφ300

　　　仕切弁設置

        1

　　　ＧＸ形継手

　　　
設置　縦型　呼び径φ300mm

鳥羽市

　　　

　　　

        1

事業区分

前回数量

ｍ

上水道工事（１）
数量増減単位

箇所

規格

　　　

口



今回数量

箇所

道路改良に伴う市道森崎村山線配水管改良工事

ｍ

水道工事当初

        5

　　　据付工

　　　

ｍ

HPEφ75

　　　継手工

HPEφ150

        0.5

　　　据付工

　　　

　　　継手工
箇所　　　

HPEφ50

　　　継手工

       11

        4

　　　継手工

口

工事区分・工種・種別・細別

　　　

       17.9

　　　ポリエチレン管切断工

工事区分

　　　ポリエチレン管切断工

HPEφ75

- 3 -

工事数量総括表

HPEφ75

口

摘要

       21

507-211c020-00137-91(0)

工事名

        3

　　　

HPEφ150

HPEφ75

鳥羽市

　　　

　　　
HPEφ150

事業区分

前回数量
上水道工事（１）

数量増減単位

        3

口

規格

　　　

口



DIPφ250

今回数量

口

- 4 -

基

箇所

道路改良に伴う市道森崎村山線配水管改良工事

        1

        2

水道工事

mm

当初

        1

　　　

50mm

　　　メカニカル継手

　　　不断水連絡工

φ150mm　JWWA 7.5K
口

        1

基

φ150×φ50

　　　

　　　EFサドル付分水栓取付工

　　　
        1

本管呼び径×取出呼び径φ250×φ150

        2

工事区分・工種・種別・細別

　　　

工事区分

　　　ストップバルブ設置工
基

工事数量総括表

箇所

摘要

507-211c020-00137-91(0)

作業区分設置;型区分縦型;呼び径φ 1

　　　フランジ継手

工事名

HPEφ50

　　　仕切弁設置

作業区分設置;型区分縦型;呼び径φ 1

　　　

　　　仕切弁設置

呼び径φ  75mm以下

鳥羽市

　　　

　　　

        1

事業区分

　　　継手工
前回数量

上水道工事（１）
数量増減

        2

単位規格

　　　

00mm以下

口



32型　H1500

今回数量

口

　　　仕切弁室設置工

道路改良に伴う市道森崎村山線配水管改良工事

        1

       93.8

水道工事当初

        1

　　　

24型　H800　　　仕切弁室設置工

φ100mm　JWWA 7.5K

　　　仕切弁室設置工

　　　ロケーティングワイヤー設置工

        1

       93.8

        1

　　　

　　　フランジ継手

        1

        2

工事区分・工種・種別・細別

　　　

工事区分

工事数量総括表

　　

ｍ
　　　管明示シート

φ100mm以下

摘要

507-211c020-00137-91(0)

32型　H500

工事名

箇所

ｍ

- 5 -

　　　

鳥羽市

　　　

　　　

事業区分

前回数量

　　　仕切弁撤去
基

上水道工事（１）

式

箇所

数量増減単位

箇所

　　排泥管工

規格

　　　



今回数量

道路改良に伴う市道森崎村山線配水管改良工事

        2

水道工事

　　　メカニカル継手

当初

        1

　　　

DIP-GXφ100
ｍ

　　　ＴＳ継手工

- 6 -

口
　　　小口径管ねじ込み接合工

　　　

φ50mm

DIP-GXφ100　異形管

　　　

       16

　　　吊込み据付（機械力）

        2

口

工事区分・工種・種別・細別

　　　

工事区分

　　　排泥管材料

φ75mm以下

        4.9

工事数量総括表

口

ｍ

摘要

507-211c020-00137-91(0)

　　　硬質塩化ビニル管切断工

　　　ＧＸ形継手

工事名

        0.9

        1

　　　

HIVPφ50mm　　　据付工

鳥羽市

　　　

　　　

事業区分

前回数量

HIVPφ50mm

式

HIVPφ50mm

上水道工事（１）
数量増減単位

口
        9

口

規格

　　　



　　　据付工

今回数量

　　　仕切弁室設置工

24型　H1100

道路改良に伴う市道森崎村山線配水管改良工事 水道工事

管材費対象

当初

        1

口

ｍ

        1

　　　

　　　仕切弁室設置工

　　　仕切弁設置

        6.5

        2

        1

　　給水管布設工

        1

HIVPφ20mm

　　　給水管材料
　　　

　　　

式

工事区分・工種・種別・細別

　　　

工事区分

工事数量総括表

基

式

摘要

507-211c020-00137-91(0)

　　

- 7 -

工事名

設置　縦型φ100mm以下

箇所　　　

鳥羽市

　　　

        1

事業区分

前回数量

　　　フランジ継手

　　　ロケーティングワイヤー設置工

ｍ

上水道工事（１）

       26.1

箇所

数量増減単位

φ100mm　JWWA 7.5K

規格

　　　

24型　H800



φ150×φ25

今回数量

道路改良に伴う市道森崎村山線配水管改良工事

ｍ

水道工事

HIVPφ25mm

当初

        5

口

　　　据付工

　　　
       36

HIVPφ25mm

HIVPφ25mm

　　　

箇所

       13

　　　
        1

箇所

口

工事区分・工種・種別・細別

　　　

工事区分

φ25mm

　　　硬質塩化ビニル管切断工

       14.2

工事数量総括表

　　　EFサドル付分水栓取付工

摘要

507-211c020-00137-91(0)

        2

φ150×φ20

工事名

　　　

　　　小口径管ねじ込み接合工

鳥羽市

　　　

　　　

        1

　　　EFサドル付分水栓取付工

事業区分

前回数量

HIVPφ20mm

　　　ＴＳ継手工

- 8 -

上水道工事（１）

HIVPφ20mm

数量増減単位

　　　硬質塩化ビニル管切断工

口

口

規格

　　　

口

       14

　　　ＴＳ継手工



今回数量

　　

道路改良に伴う市道森崎村山線配水管改良工事

        1

ｍ

水道工事

      272

　　　舗装切断工

当初

　　　ロケーティングワイヤー設置工

　　　

ｍ3

　　　舗装版破砕

AS殻

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 15cm以下

        1

ｍ3

　　　仕切弁室設置工

      140

　　　

　　　

　　管路土工

        6

式

- 9 -

工事区分・工種・種別・細別

　　　

工事区分

ｍ2

　　　殻運搬

工事数量総括表

　　　管路掘削

AS殻

箇所

ｍ

摘要

      124

        6

m3

507-211c020-00137-91(0)

       40.3

山積0.28m3（平積0.2m3）

工事名

　　　

　　　処分費

鳥羽市

　　　

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 15cm以下

事業区分

前回数量
上水道工事（１）

数量増減

24型　H800

単位規格

　　　



今回数量

道路改良に伴う市道森崎村山線配水管改良工事

ｍ3
無筋構造物　人力

水道工事

　　　舗装切断工

当初

        0.8

　　　

ｍ3

搬距離4.5Km以下

　　　ｺﾝｸﾘｰﾄ打設

        0.8

ｍ3

      140

　　　

       27

　　　

m3

CO殻

m3

工事区分・工種・種別・細別

CO殻

　　　

工事区分

　　　管路埋戻

       40

ｍ3

　　　殻運搬

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬4t積 BH山積0.28m3 運

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装版 15cm以下

m3
埋戻材料　砂

工事数量総括表

　　　管路埋戻

　　　発生土処理

ｍ

18-8-40BB

摘要

507-211c020-00137-91(0)

工事名

　　　

　　　処分費

　　　コンクリート取壊し工

- 10 -
鳥羽市

　　　

        0.8

　　　

事業区分

前回数量

埋戻材料　再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝRC-40

        0.8

上水道工事（１）

       80

数量増減単位規格

　　　



掘削深2.0m以下

今回数量

道路改良に伴う市道森崎村山線配水管改良工事 水道工事当初

　　　ポンプ運転

式

      124

        2

　　　交通誘導警備員

　　

　　　

日　　　

- 11 -

ｍ3
　　　汚泥吸排車運搬工

工事区分・工種・種別・細別

　　　

工事区分

日
　　　ポンプ設置・撤去

       14

人日

工事数量総括表

ｍ2
　　　アスファルト舗装工

ｍ

摘要

507-211c020-00137-91(0)

t

工事名

　　　軽量鋼矢板たて込み（機械施工）

        1

　　　

鳥羽市

　　　

　　　

事業区分

        5.4

前回数量

       14

　　仮設工

上水道工事（１）
数量増減

        2

       60

単位

　　　汚泥処理

規格

　　　



式

道路改良に伴う市道森崎村山線配水管改良工事 水道工事当初

式

        1

　

直接工事費

        1

式

式

工事区分・工種・種別・細別

共通仮設

工事区分

　
　現場管理費

工事数量総括表

工事名

        1

工事原価

　

        1

式

数量増減
共通仮設費

単位規格 今回数量

        1

　共通仮設費（率計上）

        1

        1

        1

純工事費
式

　一般管理費等
式

摘要

507-211c020-00137-91(0)

鳥羽市
- 12 -

事業区分

前回数量

式
工事価格



式

道路改良に伴う市道森崎村山線配水管改良工事 水道工事当初

工事区分・工種・種別・細別
工事区分

- 13 -

工事数量総括表

工事費計

工事名

消費税相当額
式

数量増減
共通仮設費

単位規格 今回数量

        1

        1

摘要

507-211c020-00137-91(0)

鳥羽市

事業区分

前回数量



9-1.管材



名 称 規 格 単位長 単位 数 量

ダクタイル鋳鉄管 内面ｴﾎﾟｷｼ樹脂粉体

GX形 直管 S種 φ300 6.000 10 ＝ 10 本 10

ダクタイル鋳鉄管 内面ｴﾎﾟｷｼ樹脂粉体 切管調書より

GX形 直管 1種 φ300 6.000 3 ＝ 3 本 3

ダクタイル鋳鉄管 内面ｴﾎﾟｷｼ樹脂粉体

GX形 曲管45° φ300 0.570 4 ＝ 4 個 4

ダクタイル鋳鉄管 内面ｴﾎﾟｷｼ樹脂粉体

GX形 排水T字管 φ300×φ100 0.280 1 ＝ 1 個 1

ダクタイル鋳鉄管 内面ｴﾎﾟｷｼ樹脂粉体

GX形 継輪 φ300 0.300 2 ＝ 2 個 2

ダクタイル鋳鉄管 内面ｴﾎﾟｷｼ樹脂粉体

GX形 短管2号 GF　7.5k　φ300 0.480 1 ＝ 1 個 1

ダクタイル鋳鉄管 内外面ｴﾎﾟｷｼ樹脂粉体

GX形 ライナ φ300 0.054 4 ＝ 4 個 4

ダクタイル鋳鉄管 内面粉体外面耐食

GX形 ソフトシール弁 受挿し　10k　φ300 0.700 1 ＝ 1 基 1

フランジ接合材 φ300

ﾌﾗﾝｼﾞ結合補強具LSPﾊﾟｯｷﾝ LSP型 1 ＝ 1 枚 1

ダクタイル鋳鉄管

GX形 接合部品 φ300 6 ＝ 6 組 6

ダクタイル鋳鉄管

GX形 G-Link 3DkN　φ300 7 ＝ 7 組 7

埋設標識シート 幅150mmダブル 73.045 ＝ 73 ｍ 73.0

管  材  料　数  量  集　計　表　（本管部1）

計 算 式



名 称 規 格 単位 数 量

布設延長

HPE 管 布 設 工 φ150 75.362 ＝ 75.362 ｍ 75.4

布設延長

HPE 管 布 設 工 φ75 17.864 ＝ 17.864 ｍ 17.9

布設延長

HPE 管 布 設 工 φ50 0.547 ＝ 0.547 ｍ 0.5

(切管調書)

HPE 管 切 断 工 φ150 5 ＝ 5 口 5

(切管調書)

HPE 管 切 断 工 φ75 4 ＝ 4 口 4

φ150 EF両受チーズ EF片受ベンド 45°EF両受ベンド 45° EFﾌﾗﾝｼﾞ水道形 直管

EF 接 合 工 1口継手 4 + 3 + 2 + 1 + 11 ＝ 21 口 21

φ150 EFソケット

EF 接 合 工 2口継手 3 ＝ 3 箇所 3

φ75 EF片受レデューサEF片受ベンド 45° EF片受ベンド 11 1/4° EF両受ベンド45° 直管

EF 接 合 工 1口継手 1 + 2 + 1 + 6 + 1 ＝ 11 口 11

φ75 EFソケット

EF 接 合 工 2口継手 3 ＝ 3 箇所 3

φ50 EF両受ベンド45°

EF 接 合 工 1口継手 2 ＝ 2 口 2

φ150×φ50 1 ＝ 1 箇所 1

φ50

メ カ ニ カ ル 接 合 工 PVジョイント 1 ＝ 1 口 1

制 水 弁 設 置 工 φ150 1 ＝ 1 基 1

制 水 弁 設 置 工 φ75 1 ＝ 1 基 1

制 水 弁 設 置 工 φ50 1 ＝ 1 基 1

管  布  設  工  数  量  集　計　表 （本管部2）

計 算 式

EFサドル付分水栓取付
工



名 称 規 格 単位 数 量

管  布  設  工  数  量  集　計　表 （本管部2）

計 算 式

DIP用　7.5k

不 断 水 連 絡 工 φ250×φ150 1 ＝ 1 基 1

ｽﾄｯﾌ ﾟﾊ ﾞﾙﾌ ﾞ設置工 φ250 1 ＝ 1 基 1

フ ラ ン ジ 継 手 工 φ150 1 ＝ 1 口 1

フ ラ ン ジ 継 手 工 φ100 1 ＝ 1 口 1

メ カ ニ カ ル 接 合 工 φ250 1 ＝ 1 口 1

仕 切 弁 撤 去 工 φ100 1 ＝ 1 箇所 1

弁 室 撤 去 工 H=500 1 ＝ 1 箇所 1

制 水 弁 室 工 H=1500 2 ＝ 2 箇所 2

制 水 弁 室 工 H=800 1 ＝ 1 箇所 1

管 明 示 シ ー ト 折畳式　白　巾15ｃｍ 93.773 ＝ 93.77 ｍ 93.8

ロケーティングワイヤー 93.773 ＝ 93.77 ｍ 93.8



名 称 規 格 単位長 単位 数 量

HIVP直管 φ50 4.000 2 ＝ 2 本 2

HIVPエルボ φ50 6 ＝ 6 個 6

内面ｴﾎﾟｷｼ樹脂粉体

GX形曲管90° φ100 0.520 1 ＝ 1 個 1

内面ｴﾎﾟｷｼ樹脂粉体

GX形短管2号 φ100 0.390 1 ＝ 1 個 1

FCD仕切弁 φ100 0.250 1 ＝ 1 基 1

埋設用ゲートバルブ φ50 0.100 1 ＝ 1 基 1

メカフランジ片落ち型 φ100×　φ50 0.114 1 ＝ 1 個 1

HIシモクナット 　φ50 1 ＝ 1 個 1

HIVPソケット 　φ50 1 ＝ 1 個 1

HIバルブソケット φ50 0.100 2 ＝ 2 個 2

ロケーティングワイヤー 6.458 ＝ 6.5 ｍ 6.5

ﾌﾗﾝｼﾞ結合補強具LSPﾊﾟｯｷﾝ φ100

LSP型ボルトナット含む 2 ＝ 2 組 2

管  材  料　数  量  集　計　表　（ドレン部）

計 算 式



DIP- GXφ300

施延＝ 73.745 施延＝ 施延＝ 施延＝ 73.745

布延＝ 73.045 布延＝ 布延＝ 布延＝ 73.045

寸法 単 数量 延長 数量 延長 数量 延長 数量 延長 数量 延長

(m) 位 (m) (m) (m) (m) (m)

GX形 直管 S種 φ300 6.000 本 10 60.000 10 60.000

GX形 直管 1種 φ300 6.000 本 9.021 3 3 9.021 切管用

GX形 直管 1種 乙切 φ300 6.000 本 4.724 4.724 延長のみ

GX形 曲管45° φ300 0.570 個 4 2.280 4 2.280

GX形 排水T字管 φ300× φ100 0.280 個 1 0.280 1 0.280

GX形 継輪 φ300 0.300 個 2 0.600 2 0.600

GX形 短管2号 GF 7.5k φ300 0.480 個 1 0.480 1 0.480

GX形 ライナ φ300 0.054 個 4 0.216 4 0.216

GX形 ソフトシール弁 受挿し 10k φ300 0.700 基 1 0.700 1 0.700

ﾌﾗﾝｼﾞ結合補強具LSPﾊﾟｯｷﾝ 7.5k φ300 組 1 1 LSP結合補強具

GX形 接合部品 φ300 組 6 6

GX形 G-Link 3DkN φ300 組 7 7

埋設標識シート ｍ 73.045 73.045

施工延長　合計 73.745 73.745
(バルブ含む）

異形管用

種　　別 摘　要

材　　料　　表 (DIPφ300)
配管詳細図(1) 切管調書より

合　　計

規　　格

幅150mmダブル



HPE φ150 HPE φ75 HPE φ50

施延＝ 75.642 施延＝ 18.644 施延＝ 1.200 施延＝ 95.486

布延＝ 75.362 布延＝ 17.864 布延＝ 0.547 布延＝ 93.773

寸法 単 数量 延長 数量 延長 数量 延長 数量 延長 数量 延長

(m) 位 (m) (m) (m) (m) (m)

EF受口付直管 φ150 5.000 本 11 55.000 11 55.000

HPE直管 φ150 5.000 本 15.262 4 4 15.262 切管用

EF受口付直管 φ75 5.000 本 1 5.000 1 5.000

HPE直管 φ75 5.000 本 4 11.559 4 11.559 切管用

EF片受レデューサ φ75× φ50 0.335 個 1 0.335 1 0.335

EFサドル付分水栓 φ150× φ50 個 1 1

EF両受チーズ φ150× φ75 0.500 個 2 1.000 2 1.000

EF片受ベンド 45° φ150 0.620 個 3 1.860 3 1.860

EF片受ベンド 45° φ75 0.475 個 2 0.950 2 0.950

EF片受ベンド 11 1/4° φ75 0.355 個 1 0.355 1 0.355

EF両受ベンド 45° φ150 0.460 個 1 0.460 1 0.460

EF両受ベンド45° φ75 0.370 個 3 1.110 3 1.110

EF両受ベンド45° φ50 0.212 個 1 0.212 1 0.212

EFソケット φ150 個 3 3

EFソケット φ75 個 3 3

ソフトシール仕切弁 7.5k φ150 0.280 基 1 0.280 1 0.280
PE挿し口付ソフトシール仕切弁 7.5k φ75 0.780 基 1 0.780 1 0.780
PE挿し口付ソフトシール仕切弁 7.5k φ50 0.653 基 1 0.653 1 0.653

不断水分岐T字管(DIP用) GF 7.5k  φ250× φ150 0.390 基 1 0.390 1 0.390

EFﾌﾗﾝｼﾞ水道形 φ150 0.280 個 1 0.280 1 0.280

インサートバルブ 7.5k φ250 基 1 1

離脱防止金具 φ250 組 1 1

PVジョイント φ50 個 1 1

ダクタイル鋳鉄管栓K形  φ100 個 1 1

ﾌﾗﾝｼﾞ結合補強具LSPﾊﾟｯｷﾝ 7.5k φ150 組 2 2 LSP結合補強具

埋設標識シート ｍ 75.362 17.864 0.547 93.773

ロケーティングワイヤー ｍ 75.362 17.864 0.547 93.773

施工延長　合計 75.642 18.644 1.200 95.486
(バルブ含む）

規　　格 摘　要

切管調書より

合　　計

材　　料　　表 (HPEφ150・φ75・φ50)
配管詳細図(2) 配管詳細図(2) 配管詳細図(2)

種　　別

幅150mmダブル



施延＝ 3.858 施延＝ 3.050 施延＝ 6.908

布延＝ 3.608 布延＝ 2.850 布延＝ 6.458

寸法 単 数量 延長 数量 延長 数量 延長 数量 延長 数量 延長

(m) 位 (m) (m) (m) (m) (m)

HIVP直管 φ50 4.000 本 1 2.314 1 2.570 2 4.884 切管用

HIVPエルボ φ50 個 2 4 6

GX排水T字菅（分岐部） φ100 0.270 個 (1) 0.270 (1) 0.270 延長のみ

GX形曲管90° φ100 0.520 個 1 0.520 1 0.520

GX形短管2号 φ100 0.390 個 1 0.390 1 0.390

EFサドル付分水栓（分岐部) φ150× φ50 0.080 個 (1) 0.080 (1) 0.080 延長のみ

FCD仕切弁 φ100 0.250 基 1 0.250 1 0.250

埋設用ゲートバルブ φ50 0.100 基 1 0.100 1 0.100

メカフランジ片落ち型 φ100× φ50 0.114 個 1 0.114 1 0.114

HIシモクナット φ50 個 1 0.100 1 0.100

ﾌﾗﾝｼﾞ結合補強具LSPﾊﾟｯｷﾝ 7.5k φ100 組 2 2

HIVPソケット φ50 個 1 1

HIバルブソケット φ50 0.100 個 2 0.200 2 0.200

ロケーティングワイヤー ｍ 3.608 2.850 6.458

施工延長　合計 3.858 3.050 6.908
(バルブ含む）

規　　格 摘　要

配管詳細図(1) 配管詳細図(2)

種　　別

合　　計ドレン配管(1) ドレン配管(2)

材　　料　　表 （ドレン配管）



切管調書
切断 溝切 小計

のみ

GX形-1種 1(配管詳細1)

L= 6.000m 2.675 1.200 2.125 2 2 2(配管詳細1)

GX形-1種 3(配管詳細1)

L= 6.000m 1.000 3.524 1.476 3 3 6(配管詳細1) 4(配管詳細1)

GX形-1種 5(配管詳細1)

L= 6.000m 5.346 0.654 1 1

GX形-1種

L= 6.000m

GX形-1種

L= 6.000m

GX形-1種

L= 6.000m

GX形-1種

L= 6.000m

GX形-1種

L= 6.000m

GX形-1種

L= 6.000m

GX形-1種

L= 6.000m

9.021 4.724 4.255 6 6

1 φ300

2 φ300

(1)甲切

2.675

1.000

(3)甲切

φ300

φ300

本

φ300

計 φ300 GX 3

：溝切加工位置

管径 管　種 切　　管　　図 甲切管 乙切管 残　管 備　考

φ300

(2)乙切

1.200

(4)乙切

1.724

(6)乙切

切　　管　　調　　書

φ300
(5)甲切

5.346

φ300

1.800

：切断位置

φ300

3

φ300

(  )は挿し口リングを控除した実切管寸法を示す。



切管調書

HPE直管 配管詳細図(2)

L= 5.000m 4.965 0.035 2

HPE直管 配管詳細図(2)

L= 5.000m 2.899 2.101 2

HPE直管 配管詳細図(2)

L= 5.000m 2.398 2.602 1

HPE直管 配管詳細図(2)

L= 5.000m 5.000

HPE直管

L= 5.000m

HPE直管

L= 5.000m

HPE直管

L= 5.000m

HPE直管

L= 5.000m

HPE直管

L= 5.000m

HPE直管

L= 5.000m

15.262 4.738 5
計 φ150 4 本

φ150

φ150

φ150

φ150

φ150

5.000

φ150

直管

2.398

4 φ150

1.502

3 φ150
(5)

(4)
2 φ150

(3)

1.397

1 φ150
(1)

0.570

(2)

4.395

切 断

切　　管　　調　　書

管径 管　種 切　　管　　図 切管 残　管 備　考



切管調書

HPE直管 配管詳細図(2)

L= 5.000m 3.290 1.710 1

HPE直管 配管詳細図(2)

L= 5.000m 3.042 1.958 1

HPE直管 配管詳細図(2)

L= 5.000m 3.043 1.957 1

HPE直管 配管詳細図(2)

L= 5.000m 2.184 2.816 1

HPE直管

L= 5.000m

HPE直管

L= 5.000m

HPE直管

L= 5.000m

HPE直管

L= 5.000m

HPE直管

L= 5.000m

HPE直管

L= 5.000m

11.559 8.441 4

切　　管　　調　　書

管径 管　種 切　　管　　図 切管 残　管 切 断 備　考

1 φ75
(1)

3.290

3.042

3 φ75
(3)

2 φ75
(2)

3.043

φ75

2.184

φ75

4 φ75
(4)

φ75

φ75

φ75

計 φ75 4 本

φ75



名称 形状・寸法 単位
上：数量

下：単位長

給水引
込
1

給水引
込
2

給水引
込
3

給水管材料

組 1.0 1.0 1.0 組

組 1.0 1.0 1.0 2.0 組

組 1.0 1.0 1.0 組

ｍ 0.10 0.10 0.1 ｍ

組 1.0 1.0 1.0 2.0 組

ｍ 0.10 0.10 0.10 0.2 ｍ

本 1.0 4.00 4.0 本

ｍ 4.00 14.1 14.1 ｍ

本 1.0 4.0 3.0 7.0 本

ｍ 4.00 15.60 10.30 25.9 ｍ

個 1.0 3.0 3.0 個

個 1.0 4.00 3.00 7.0 個

個 1.0 4.0 4.0 個

ｍ ｍ

個 1.0 7.0 4.0 11.0 個

ｍ ｍ

基 1.0 1.0 1.0 基

ｍ 0.10 0.10 0.1 ｍ

個 1.0 2.0 2.0 個

（給水引込2） 個 1.0 1.00 1.0 個

仕切弁室

個 1.0 1.00 1.0 個

個 1.0 1.00 1.0 個

組 1.0 1.00 1.0 組

ｍ 15.70 10.40 26.10 ｍ

ｍ 14.2 14.20 ｍ

ｍ 15.70 14.20 10.40 40.30 ｍ

ｍ 0.100 0.10 ｍ

ｍ 15.70 14.30 10.40 40.40 ｍ

HI-SN
ｶﾞｲﾄﾞ付 φ20

＝

数 量 計 算 表

種別 給水管材料 1.0式

上：数量
下：延長

EFサドル付分水栓 φ150*20

＝

EFサドル付分水栓 φ150*25

＝

HI-SN
ｶﾞｲﾄﾞ付 φ25

＝

D20型

＝

HIVP φ20

＝

HIVP φ25

＝

HI-S φ20

＝

HI-S φ25

＝

HI-L φ25

＝

スラブ 60

＝

HIVPφ20

＝

HI-VS（金入） φ25

＝

最下段ﾌﾞﾛｯｸ 25C30

＝

中間ﾌﾞﾛｯｸ 25B10

＝

埋設用ｹﾞｰﾄﾊﾞﾙﾌﾞ φ25

＝

HI-L φ20

＝

弁類φ25

＝

施工延長

＝

HIVPφ25

＝

ロケーティングワイヤ

＝



9-2.土工



給水管部 本管・給共通 合計

舗装切断工 As 15cm以下 ｍ Ｌ＝ 230.60 41.60 272.20 ＝ 272.00

舗装版破砕工 As ｍ
2 Ａ＝ 111.22 12.48 123.70 ＝ 124.00

舗装版処分工 As ｍ
3 Ｖ＝ 5.57 0.60 6.17 ＝ 6.00

機械掘削工 ｍ
3 Ｖ＝ 125.82 14.81 140.63 ＝ 140.00

機械埋戻工 砂 ｍ
3 Ｖ＝ 40.34 3.95 44.29 ＝ 40.00

機械埋戻工 RC-40 ｍ
3 Ｖ＝ 76.84 2.49 79.33 ＝ 80.00

発生土処分工 ｍ
3 Ｖ＝ 125.82 14.81 140.63 ＝ 140.00

舗装切断工 Co 15cm以下 ｍ Ｌ＝ 26.60 26.60 ＝ 27.00

ｺﾝｸﾘｰﾄ取壊し工 Co ｍ3 Ｖ＝ 0.79 0.79 ＝ 0.80

殻処分工 Co ｍ3 Ｖ＝ 0.79 0.79 ＝ 0.80

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設工 ｍ3 Ｖ＝ 0.79 0.79 ＝ 0.80

汚泥吸排車運搬工 ｍ3 Ｖ＝ 1.80 1.80 ＝ 2.00

汚泥処理 ｔ ｔ＝ 1.90 1.90 ＝ 2.00

仮復旧工 再生密粒度As(13) 　t=5cm ｍ
2 Ａ＝ 111.22 12.48 123.70 ＝ 124.00

軽量鋼矢板 H=2.50m

土留工 支保材 1段 ｍ Ｌ＝ 5.40 5.40 ＝ 5.40

土工計算書(1)

名称 形状・寸法 単位 計算式
数量



H=0.90m

A1-1 市道　As 5.40 2.000 10.80 0.700 3.78 0.035 0.19 0.891 4.81 0.284 1.53 0.525 2.84 0.891 4.81 0.700 3.78

H=0.85m

A1-2 市道　As 5.40 2.000 10.80 0.700 3.78 0.035 0.19 0.856 4.62 0.284 1.53 0.490 2.65 0.856 4.62 0.700 3.78

H=0.80m

A1-3 市道　As 1.50 2.000 3.00 0.700 1.05 0.035 0.05 0.821 1.23 0.284 0.43 0.455 0.68 0.821 1.23 0.700 1.05

H=1.50m H=2.50,N=1段

A2-1 市道　As 5.40 2.000 10.80 0.900 4.86 0.045 0.24 1.640 8.86 0.367 1.98 1.215 6.56 1.640 8.86 0.900 4.86 1.000 5.40

H=0.80m

B2-1 市道　As 19.80 2.000 39.60 0.600 11.88 0.030 0.59 0.564 11.17 0.168 3.33 0.390 7.72 0.564 11.17 0.600 11.88

H=0.80m

B3-1 市道　As 1.60 2.000 3.20 0.600 0.96 0.030 0.05 0.548 0.88 0.155 0.25 0.390 0.62 0.548 0.88 0.600 0.96

H=1.1m

D1-1 市道　As 3.20 2.000 6.40 0.600 1.92 0.030 0.10 0.726 2.32 0.153 0.49 0.570 1.82 0.726 2.32 0.600 1.92

H=0.80m

D1-2 市道　As 2.20 2.000 4.40 0.600 1.32 0.030 0.07 0.546 1.20 0.153 0.34 0.390 0.86 0.546 1.20 0.600 1.32

E1-1 H=0.80m

E1-2 市道　As 66.10 2.000 132.20 1.200 79.32 0.060 3.97 1.336 88.31 0.449 29.68 0.780 51.56 1.336 88.31 1.200 79.32

H=0.80m

E1-3 市道　As 4.70 2.000 9.40 0.500 2.35 0.025 0.12 0.515 2.42 0.165 0.78 0.325 1.53 0.515 2.42 0.500 2.35

115.30 As 230.60 As 111.22 As 5.57 125.82 40.34 76.84 125.82 As 111.22

数量

(m2)
単位量
(m/m)

数量
(m)

計

数量

(m3)

単位量

(m3/m)

数量

(m3)

単位量

(m2/m)

数量

(m2)

単位量

(m2/m)

数量

(m3)

単位量

(m3/m)

数量

(m3)

単位量

(m3/m)

数量

(m3)

単位量

(m3/m)

土留工

単位量
(m/m)

数量
(m)

単位量

(m2/m)

数量

(m2)

単位量

(m3/m)

数量

(m3)

単位量

(m3/m)

数量

(m3)

単位量

(m3/m)

埋戻工(砂) 埋戻工(砕石) 埋戻工(流用土) 発生土処分工 路盤工 仮復旧工

土工計算書(2)

番号 種別
土工延長
(箇所数)

舗装版切断工 舗装版破砕工 舗装版処分工 機械掘削工 人力掘削



H=0.90m

A1-1 市道　As DCIP-GX φ300 ｍ Ｌ＝ 5.4 ＝ 5.4

H=0.85m

A1-2 市道　As DCIP-GX φ300 ｍ Ｌ＝ 5.4 ＝ 5.4

H=0.80m

A1-3 市道　As DCIP-GX φ300 ｍ Ｌ＝ 1.5 ＝ 1.5

H=1.50m

A2-1 市道　As HPE φ150 ｍ Ｌ＝ 5.4 ＝ 5.4

H=0.80m

B2-1 市道　As HPE φ75 ｍ Ｌ＝ 19.8 ＝ 19.8

H=0.80m

B3-1 市道　As HPE φ50 ｍ Ｌ＝ 1.6 ＝ 1.6

H=1.1m

D1-1 市道　As HIVP φ50 ｍ Ｌ＝ 3.2 ＝ 3.2

H=0.80m

D1-2 市道　As HIVP φ50 ｍ Ｌ＝ 2.2 ＝ 2.2

E1-1 H=0.80m DCIP-GX φ300

E1-2 市道　As HPE φ150 ｍ N＝ 66.1 ＝ 66.1

H=0.80m

E1-3 市道　As HPE φ150 ｍ N＝ 4.7 ＝ 4.7

土工延長計算書

番号 種別 管種・管径 単位 計算式
数量



名　　称 単位 数　量

土工延長調書より

管路掘削工
0.47 * 17.80 ＝ 8.37

土工延長調書より

0.90 * 4.50 ＝ 4.05

土工延長調書より

0.18 * 13.30 ＝ 2.39

Σ ＝ 14.81 ｍ3 14.8

土工延長調書より

管路埋戻工
0.33 * 17.80 ＝ 5.87

Rc-40

土工延長調書より

0.76 * 4.50 ＝ 3.42

土工延長調書より

0.04 * 13.30 ＝ 0.53

Σ ＝ 3.95 ｍ3 4.0

土工延長調書より

管路埋戻工
0.14 * 17.80 ＝ 2.49

ｸｯｼｮﾝ用砂

土工延長調書より

0.14 * 4.50 ＝ 0.63

土工延長調書より

0.14 * 13.30 ＝ 1.86

Σ ＝ 2.49 ｍ3 2.5

土工数量計算書

計　　　　　算　　　　　式

給水管
(4号土工)

給水管
(5号土工)

給水管
(6号土工)

(6号土工)

(4号土工)

(5号土工)

(6号土工)

(4号土工)

(5号土工)



名　　称 単位 数　量

給水引込管延長 給水引込管延長

上層路盤工 0.60 *( 17.80 + 3.00 ） = 12.48 ㎡ 12.5

M-30(t=10cm)

残土処理工 14.81 = 14.81 ㎥ 14.8

給水引込管延長 給水引込管延長

表層工 0.60 *( 17.80 + 3.00 ） = 12.48 ㎡ 12.5

仮復旧（ｔ=5cm）

給水引込管延長 給水引込管延長

As舗装版切断工
( 17.80 + 3.00 )* 2.00 = 41.6 ｍ 41.6

As舗装版
15cm以下

舗装版破砕
0.60 *( 17.80 + 3.00 ） = 12.48 ㎡ 12.5

ｱｽﾌｧﾙﾄ
15cm以下

殻運搬
12.48 * 0.05 ㎥ 0.6

Con舗装版切断工
13.30 * 2.0 = 26.6 ｍ 26.6

Con舗装版
15cm以下

Con取壊し工 13.30 * 0.60 * 0.10 = 0.798 ㎥ 0.8

人力　無筋構造物

殻運搬
0.80 = 0.80 ㎥ 0.8

Co無筋構造物

Con打設工 13.30 * 0.60 * 0.10 = 0.798 ㎥ 0.8

人力　無筋構造物

計　　　　　算　　　　　式

土工数量計算書



4号土工 左 5.50 ｍ

5.30 ｍ

7.00 ｍ

17.80 ｍ

5号土工 左 1.50 ｍ

1.50 ｍ

1.50 ｍ

4.50 ｍ

6号土工 宅内 6.70 ｍ

宅内 6.00 ｍ

宅内 0.60 ｍ

13.30 ｍ

　土工　延長調書　

種 別 右 ・ 左 測 点 数 量 摘要

給水引込3

給水引込1

合計

給水引込1

給水引込2

給水引込3

給水引込1

給水引込2

給水引込3

合計

給水引込2

合計



名　　称 単位 数　量

汚泥吸排車運搬工
0.006375 * 276.00 = 1.76 ㎥ 1.8

汚泥処理 1.76 * 1.1 = 1.94 ｔ 1.9

土工数量計算書

計　　　　　算　　　　　式

舗装切断延長より



9-3.管布設工



名 称 規 格 単位 数 量

布設延長

鋳 鉄 管 布 設 工 φ300 73.045 ＝ 73.045 ｍ 73.0

切断 (切管調書)

鋳 鉄 管 切 断 工 φ300 6 ＝ 6 口 6

(直管) (甲切管)

鋳鉄管継手接合工 GX形φ300　直管 10 + 3 ＝ 13 口 13

鋳鉄管継手接合工 GX形φ300　異形管 6 ＝ 6 口 6

鋳鉄管継手接合工 GX形φ300　異形管G-Link 7 ＝ 7 口 7

ﾒｶﾆｶﾙ継手取外し工 φ300 1 ＝ 1 口 1

フランジ継手取外し工 φ300 1 ＝ 1 基 1

仕 切 弁 設 置 工 φ300 1 ＝ 1 基 1

フ ラ ン ジ 継 手 工 φ300 1 ＝ 1 口 1

制 水 弁 室 工 H=900 1 ＝ 1 箇所 1

布設延長

管 明 示 シ ー ト 折畳式　白　巾15ｃｍ 73.045 ＝ 73.00 ｍ 73.0

管  布  設  工  数  量  集　計　表 （本管部1）

計 算 式



名 称 規 格 単位 数 量

布設延長

HPE 管 布 設 工 φ150 75.362 ＝ 75.362 ｍ 75.4

布設延長

HPE 管 布 設 工 φ75 17.864 ＝ 17.864 ｍ 17.9

布設延長

HPE 管 布 設 工 φ50 0.547 ＝ 0.547 ｍ 0.5

(切管調書)

HPE 管 切 断 工 φ150 5 ＝ 5 口 5

(切管調書)

HPE 管 切 断 工 φ75 4 ＝ 4 口 4

φ150 EF両受チーズ EF片受ベンド 45°EF両受ベンド 45° EFﾌﾗﾝｼﾞ水道形 直管

EF 接 合 工 1口継手 4 + 3 + 2 + 1 + 11 ＝ 21 口 21

φ150 EFソケット

EF 接 合 工 2口継手 3 ＝ 3 箇所 3

φ75 EF片受レデューサEF片受ベンド 45° EF片受ベンド 11 1/4° EF両受ベンド45° 直管

EF 接 合 工 1口継手 1 + 2 + 1 + 6 + 1 ＝ 11 口 11

φ75 EFソケット

EF 接 合 工 2口継手 3 ＝ 3 箇所 3

φ50 EF両受ベンド45°

EF 接 合 工 1口継手 2 ＝ 2 口 2

φ150×φ50 1 ＝ 1 箇所 1

φ50

メ カ ニ カ ル 接 合 工 PVジョイント 1 ＝ 1 口 1

制 水 弁 設 置 工 φ150 1 ＝ 1 基 1

制 水 弁 設 置 工 φ75 1 ＝ 1 基 1

制 水 弁 設 置 工 φ50 1 ＝ 1 基 1

管  布  設  工  数  量  集　計　表 （本管部2）

計 算 式

EFサドル付分水栓取付
工



名 称 規 格 単位 数 量

管  布  設  工  数  量  集　計　表 （本管部2）

計 算 式

DIP用　7.5k

不 断 水 連 絡 工 φ250×φ150 1 ＝ 1 基 1

ｽﾄｯﾌ ﾟﾊ ﾞﾙﾌ ﾞ設置工 φ250 1 ＝ 1 基 1

フ ラ ン ジ 継 手 工 φ150 1 ＝ 1 口 1

フ ラ ン ジ 継 手 工 φ100 1 ＝ 1 口 1

メ カ ニ カ ル 接 合 工 φ250 1 ＝ 1 口 1

仕 切 弁 撤 去 工 φ100 1 ＝ 1 箇所 1

弁 室 撤 去 工 H=500 1 ＝ 1 箇所 1

制 水 弁 室 工 H=1500 2 ＝ 2 箇所 2

制 水 弁 室 工 H=800 1 ＝ 1 箇所 1

管 明 示 シ ー ト 折畳式　白　巾15ｃｍ 93.773 ＝ 93.77 ｍ 93.8

ロケーティングワイヤー 93.773 ＝ 93.77 ｍ 93.8



名 称 規 格 単位 数 量

ダグタイル鋳鉄管GX形 布設延長

ド レ ン 管 布 設 工 φ100 0.910 ＝ 0.910 ｍ 0.9

HIVP 布設延長

ド レ ン 管 布 設 工 φ50 4.884 ＝ 4.884 ｍ 4.9

切断

HIVP 切 断 工 φ50 3 + 6 ＝ 9 口 9

メカフランジ片落ち型

メ カ ニ カ ル 継 手 工 φ50 1口 1 ＝ 1 口 1

エ ル ボ ・ ソ ケ ッ ト ・ バ ル ソ ケ

HIVP 継 手 接 合 工 φ50　1口 12 + 2 + 2 ＝ 16 口 16

鋳 鉄 管 継 手 接 合 工 GX形φ100異形管 1 + 1 ＝ 2 口 2

バルソケ

ねじ込み継手接合工 φ50　 2 ＝ 2 口 2

フランジ形メタルシート仕切弁

仕 切 弁 設 置 工 φ100 1 ＝ 1 基 1

フ ラ ン ジ 継 手 工 φ100 2 ＝ 2 口 2

排 泥 弁 室 工 H=800 1 ＝ 1 箇所 1

排 泥 弁 室 工 H=1100 1 ＝ 1 箇所 1

ロケーティングワイヤー 6.458 ＝ 6.46 ｍ 6.5

管  布  設  工  数  量  集　計　表 （ドレン部）

計 算 式



名 称 規 格 単位 数 量

φ300 配管詳細図(1)

制 水 弁 室 工 32型　H=900 1 ＝ 1 箇所 1

φ150 配管詳細図(2)

〃 32型　H=1500 2 ＝ 2 箇所 2

φ75 配管詳細図(2)

〃 24型　H=800 1 ＝ 1 箇所 1

φ100 配管詳細図(1)

排 泥 弁 室 工 24型　H=1100 1 ＝ 1 箇所 1

φ50 配管詳細図(2)

〃 24型　H=800 1 ＝ 1 箇所 1

　

合 計 箇所 6

管 路 施 設 設 置 工 数 量 計 算 書

計 算 式



給水引込管布設工

名称 形状・寸法 計算式 単位 数量

給水引込管布設工

サドル分水栓建込工 φ150*20 2 箇所 2.0

サドル分水栓建込工 φ150*25 1 箇所 1.0

硬質塩ビ管布設工 φ20 26.10 ｍ 26.1

φ25 14.20 ｍ 14.2

HI継手工 φ20 (7+11)×2 口 36.0

φ25 (3+4)×2 口 14.0

小口径捻じ込み接合工 φ25 2 口 2.0

硬質塩ビ管切断工 φ20 13 口 13.0

φ25 5 口 5.0

仕切弁室設置工 D20 1 箇所 1.0

ﾛｹｰﾃｨﾝｸﾞﾜｲﾔ設置 40.30 ｍ 40.3

数 量 計 算 表

種別 1.0式



１．総則

２．一般事項

　

安全管理・現場管理に留意し、事故の未然防止に努めること。

３．施工管理（管工事・水道施設）

水道配水用ポリエチレン管の接合時には、水道配水用ポリエチレン配管施工講習受講者を必ず配置する
こと。

耐震用ダクタイル鋳鉄管の接合時には、耐震継手技能者を配置すること。

量水器・給水引込等の切替の際は、対象住居の方と連絡を取り、切替後二次側にてエアー及び濁水が発
生していないか確認を行うこと。また連絡等が取れない場合は監督員と協議すること。

管種に合わせた接合要領書に従い、チェックシートを作成し施工管理を行うこと。

インジケータの隆起を確認できるよう写真管理を行うこと。

融着開始・完了、クランプ取外しにおいて時間等が確認できるよう写真管理を行うこと。

給水装置に係る工事については、給水装置工事主任技術者免状を有する者若しくは同等の資格を有する
者が指導、監督を行うこと。

施工に伴い発生する段差及び隙間については、受注者の責任において適正に加工、処理を行うこと。

工事材料及び管材料については、JIS規格又はJWWA規格の製品を使用するものとし、監督員の品質を証明
する資料を提出すること。

工事完成後の残管及び残材料の処理については、監督員の指示に従うこと。

出来形管理資料として、完工図（完工予測図含）を提出すること。

路面を汚さないよう細心の注意を払うこと。また、汚した場合は散水車にて洗浄処理を受注者の責任に
おいて処理すること。

隣接する構造物に影響を与えないよう充分注意し予防策を講じること。

交通の支障にならないよう施工計画及び安全管理に努めること。

埋戻において、管を損傷しないように留意し、偏心偏圧のかからないよう層状に十分締固を行うこと。
（一層仕上り厚：200mm以下）

配管の配列及び形状寸法に変更が生じる時は、監督員と協議の上、施工するものとする。

特　　記　　仕　　様　　書

　
　本工事は、三重県公共工事共通仕様書、日本水道協会水道工事標準仕様書及び工事請負契約書に基づ
き施工するものであるが、加えて下記の事項を厳守すること。

工事着手に当り地域住民に連絡し、工事施工に支障のないようにすること。

工事着手に先立ち、警察・消防に交通障害、工事届けを提出し、その写しを発注者へ提出すること。



４．舗装版切断時に発生する排水汚泥の処理について

土壌汚染対策法に基づく試験項目

ほう素 1 4000

全シアン N.D.(不検出) (遊離CN)50

セレン 0.01 150

ふっ素 0.8 4000

水銀 0.0005 15

アルキル水銀 N.D.(不検出)

六価クロム 0.05 250

ひ素 0.01 150

カドミウム 0.01 150

鉛 0.01 150

処分完了後は速やかに監督員へ処分量を報告すること。また、処分量に大きな変動があった場合は、監
督員と協議すること。

10項目の試験結果が基準を超えた場合、または、中間処理業者が処理不可と判断した場合、監督員から
受注者へ協議すること。

物質名 溶出量基準(㎎/L) 含有量基準(㎎/㎏)

排水汚泥が生じない工法を用いる場合において、監督員と協議承諾した場合でも産業廃棄物として処理
すること。

排水汚泥の運搬は、受注者が自ら行うものとする。ただし、下請け契約して運搬する場合は、産業廃棄
物の汚泥の収集運搬業許可を得ている業者と契約を締結すること。

排水汚泥を中間処理業者へ持ち込む前に土壌汚染対策法に基づく10項目の試験を発注者が行う為、排水
汚泥を試験容器へ採取し、溶出量基準又は含有量基準以下であること確認し、中間処理業者へ持ち込む
こと。なお、その試験結果は監督員から受注者へ報告する。

舗装版切断作業時に発生する排水汚泥について、産業廃棄物として処理すること。



5．建設発生土の処理について

土壌汚染対策法に基づく試験項目

6．付則

＊その他必要な事項は、その都度協議し決定するものとする。

ポリ塩化ビフェニル 検出されない事 -

有機リン 検出されない事 -

ベンゼン 0.01 -

ほう素 1 4000

砒素 0.01 150

ふっ素 0.8 4000

トリクロロエチレン 0.03 -

鉛 0.01 150

1,1,1-トリクロロエタン 1 -

1,1,2-トリクロロエタン 0.006 -

テトラクロロエチレン 0.01 -

チウラム 0.006 -

水銀 0.0005 15

セレン 0.01 150

1,3-ジクロロプロペン 0.002 -

ジクロロメタン 0.02 -

1,1-ジクロロエチレン 0.02 -

シス-1,2-ジクロロエチレン 0.04 -

四塩化炭素 0.002 -

1,2-ジクロロエタン 0.004 -

シアン化合物 検出されない事
50

（遊離シアン）

チオベンカルブ 0.02 -

六価クロム 0.05 250

シマジン 0.003 -

物質名 溶出量基準(㎎/L) 含有量基準(㎎/㎏)

カドミウム 0.01 150

建設発生土を指定残土処理場へ持ち込む前に土壌汚染対策法に基づく25項目の試験を発注者において行
う為、掘削土を試験容器に採取を行い、溶出量基準又は含有量基準以下であること確認し、指定残土処
理場等へ持ち込むこと。なお、その試験結果は監督員より受注者へ通知を行う。

処分完了後は速やかに監督員へ処分量を報告すること。また、処分量に大きな変動があった場合は、監
督員と協議すること。

25項目の試験結果が基準を超えた場合、監督員が速やかに受注者と協議を行う。



特記仕様書（施工条件明示一覧表） №1

☑ 別途工事との工程調整が必要あり ☑ 調整項目（ ☑ 資材等の流用 ☑ 仮設及び工事用道路等の調整 ☑ 建設機械等の調整

（別途工事名：市道森崎村山線道路改良工事　） ☑ 施工順序の調整 □ その他（　　　　　　　　　　） □ 別途協議　）

□ 施工時期、施工時間及び施工方法の制限あり □ 制限する工種名（　　　　　　　　　　　　　　　）　施工時期及び施工時間（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　施工方法（　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 他機関との協議が未完了 □ 協議が必要な機関名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　 協議完了見込み時期（　　　　　　　　　　　　　　 ）

□ 占用物件との工程調整の必要あり □ 占用物件名（ □ 電気 □ 電話 □ 水道　 □ ガス □ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　））

□ 余裕期間設定工事 □ 発注者指定方式

□ 任意着手方式

余裕期間設定工事については以下によるものとする。

・

・

□ その他（　　　　　　　　　　　　） □ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 用地補償物件の未処理箇所あり □ 未処理箇所（ □ 別添図等 □ №　　　～№　 □ 別途協議　）

□ 完了見込み時期（ □ 令和　　　年　　　月頃 □ 別途協議　）

□ 仮設ヤードの有無 □ 仮設ヤード（ □ 官有地 □ 民有地 □ その他（　　　　　　　　） □ 別途協議　）　　　

□ 仮設ヤード使用期間（                                              ）

□ 仮設ヤードからの運搬距離（Ｌ＝　　㎞）

□ 使用条件・復旧方法（　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ その他（                          ） □ その他（　　　　　　　　　　　）

☑ 施工方法の制限あり ☑ 制限項目　（ ☑ 騒音 ☑ 振動 ☑ 水質 ☑ 粉じん ☑ 排出ガス □ その他（　　　　　　　　　　　　））

□ 施工方法等（ □ 指定工法名（　　　　） □ その他（　　　　　　　　　　） □ 別途協議　）

□ 施工時期　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 事業損失防止に関する調査あり □ 調査項目　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　□ 騒音測定 □ 振動測定 □ 水質調査 □ 近接家屋の事前・事後調査 □ 地盤沈下測定　　

□ 地下水位等の測定 □ その他（　　　　　） □ 別途協議　）

□ 調査方法　（ □ 別途資料　 □ その他（　　　　　　　　　　　　　　） □ 別途協議　）

□ その他（　　　　　　　　　　　　            ） □ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

建設業退職金共済制度掛金収納書の提出については、三重県公共工事共通仕様書によらず工事着手日までに提出するものとする。

本工事は、余裕期間を設定した工事であり、主任（監理）技術者の配置は工事着手日とする。受注者は、契約時に現場代理人等選
任通知書に記載した技術者を工事着手日に配置しなければならない。工事着手日に配置できず、余裕期間設定工事試行要領第7条第
1項により技術者の変更が認められない場合は、工事続行不能届を提出しなければならない。

用 地 関 係

公害対策関係

本工事は余裕期間を設定する工事である。受注者は、落札決定日の翌日から起算して３日以内に令和　　年　　月　　日（工事着手期
限日）までの期間内で工事着手日を決定し発注機関に通知することとし、本工事の着手日はその日とする。ただし、一度通知した着手
日を変更することは認めない。また、休日（三重県の休日を定める条例第１条に規定する休日）を着手日に設定すること、及び設定し
た着手日により工期末が休日となる設定は認めない。余裕期間は契約締結日から工事着手日の前日までとする。なお、共通仕様書に規
定する工期とは、本工事においては余裕期間を含んだ期間を指す。

明　示　項　目 明　　示　　事　　項 条　　　件　　　及　　　び　　　内　　　容

工 程 関 係

本工事は余裕期間を設定する工事である。本工事の着手日は令和　　年　　月　　日とする。余裕期間は契約締結日から工事着手日の
前日までとする。なお、共通仕様書に規定する工期とは、本工事においては余裕期間を含んだ期間を指す。

（注）上記受託業務事項・条件及び内容のレ印当該欄は、作業に当たって制約を受ける事となるので明示する。
　　　明示事項に変更が生じた場合及び明示されていない制約等が発生したときは、発注者と別途協議し適切な措置を講ずるものとする。
　　　別途協議とは、設計・現場説明又は作業打合せ等により協議するものとする。

鳥羽市



特記仕様書（施工条件明示一覧表） №2

明　示　項　目 明　　示　　事　　項 条　　　件　　　及　　　び　　　内　　　容

☑ 交通安全施設等の指定あり □ 交通安全施設等の配置　（ □ 別添図等 □ その他（　　　　　） □ 別途協議　）

□ 交通誘導警備員の配置　（ □ 別添図等 □ その他（　　　　　） □ 別途協議　）

□ 指定路線 □ 指定路線以外

☑ 交通誘導警備員の配置人員数

☑ 概算人数による算出

① 交通誘導警備員の人数は、概算数量としているため、設計変更の対象とする。

概算延べ人数：交通誘導警備員 Ａ： 人 Ｂ： 人

 （注：交通誘導警備員Ａが配置できない場合も変更の対象とする。）
②

③ 交通誘導警備員の配置完了後、協議により定めた実績人数が確認できる資料を提出すること。

□ 積上げによる算出

□ 配置人員数（　人）＋　交代要員（　人）　（うち交通誘導警備員Ａ（　人））

　　　　（注：配置人員数の変更は原則行わないものとする。但し、交通誘導警備員Ａが配置できない場合は変更の対象とする。）

□ 交通誘導警備員の配置時間（　　　　　　　）

□ 交通誘導警備員の配置期間（　　　　　　　）

□ 交通誘導警備員配置の対象工種（　　　　　　　）

☑ 近接施設等に対する制限 ☑ 既存施設あり

　・近接公共施設　　　（ □ 鉄道 ☑ 電気 ☑ 電話 ☑ 水道 □ ガス □ その他（　　　　　　））

　・近接施設（ ☑ 擁壁（　　　　　　　　　）☑ ブロック塀 □ 家屋 □ その他（　　　　　　））

　・現地の状況を適切に把握して施工を行うこと。

□ 工法制限あり

　・制限を受ける工種　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・制限内容　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 土砂崩落・発破作業に対する防護施設等に指定あり □ 安全防護施設等の配置　（ □ 別添図等 □ その他（　　　　　） □ 別途協議　）

□ 保安要員の配置　　　　（ □ 別添図等 □ その他（　　　　　） □ 別途協議　）

☑ 現場での安全確保（自主施工の原則） ☑

☑

☑ 事故速報の提出 ☑

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 一般道路（搬入路）の使用制限あり □ 経路及び使用期間の制限内容　（ □ 別添図等 □ その他（　　　　　） □ 別途協議　）

□ 仮設道路の設置条件あり □ 使用中及び使用後の措置　　　（ □ 別添図等 □ その他（ 　　　　 ） □ 別途協議　）

□ 用地及び構造　　　　　　　　（ □ 別添図等 □ その他（　　　　　） □ 別途協議　）

□ 安全施設　　　　　　　　　　（ □ 別添図等 □ その他（　　　　　） □ 別途協議　）

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

安全対策関係

受注者は、工事着手前に配置計画等（配置人員、期間等）を作成し、それを基に、監督員と必要とする交通誘導警備員の延べ配置
人員を協議すること。工事着手後、計画を変更する必要が生じた場合は、随時、協議を行い、計画を見直すこと。なお、延べ配置
人員の算出は、県が定める作業日当たり標準作業量等を用い作成するものとし、現場条件等により県の標準作業量等と差が生じる
場合は、その理由を明確にした計画をもって協議すること。また、実績人数の確認方法についても合わせて協議を行うこと。

受注者は、工事中の適切な安全確保の措置等の一切の手段について、自らの責任において定め、工事を実施すること。

設計図書に明示された施工条件と工事現場が一致せず、安全確保のために指定仮設の変更や計上が必要な場合は、監督員と協議を行い
指示を受けた後、受注者として適切な安全確保の措置を講じたうえで、工事を実施すること。

受注者は、工事の施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員に連絡するとともに、事故の概要を所定の書面により速やかに報告
すること。

工事用道路関係

60

（注）上記受託業務事項・条件及び内容のレ印当該欄は、作業に当たって制約を受ける事となるので明示する。
　　　明示事項に変更が生じた場合及び明示されていない制約等が発生したときは、発注者と別途協議し適切な措置を講ずるものとする。
　　　別途協議とは、設計・現場説明又は作業打合せ等により協議するものとする。

鳥羽市



特記仕様書（施工条件明示一覧表） №3

明　示　項　目 明　　示　　事　　項 条　　　件　　　及　　　び　　　内　　　容

□ 仮設備の設置条件あり □ 使用期間及び借地条件　　　　（ □ 別添図等 □ その他（　　　　　） □ 別途協議　）

□ 転用あり（　　　　　　　　　回）

□ 兼用あり（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ その他（                   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

☑ 水替工（締切排水工） □ 施工条件の指定なし

☑ 施工条件の指定あり

① 水替工（締切排水工）の水替日数は、概算数量としているため、設計変更の対象とする。

概算延べ水替日数： 日
②

③  水替工（締切排水工）完了後、協議により定めた実績日数が確認できる資料を提出すること。

□ その他（                   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 仮設物の構造及び施工方法の指定 □ 構造及び設計条件　　　　　　（ □ 別添図等 □ その他（　　　　　） □ 別途協議　）

□ 施工方法（　　　　）

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

☑ 建設発生土受入地の指定あり □ 受入地の条件（ □ 別途図面 □ ㎞）

□ 受入料金あり □ 受入料金なし □ 別途協議 □ その他（ ） ）

□ 建設発生土受入地未定 ☑ ☑ km、 □ その他（ ） ）

☑ 産業廃棄物の処理条件あり ☑ 産業廃棄物の種類　　　（ ☑ コン塊 ☑ アス塊 □ 木材 ☑ 汚泥 □ その他（　　　　　））

☑ 産業廃棄物の処分地　　（ ☑ 再生処分場（丸又鉱業(株)）□ 最終処分場（　　　　　） □ 別添図書

☑ その他（　　汚泥処理　（株）山本建材　　　　　　　　　　　　　　　　　）□ 別途協議　）

【注：特段の理由により処分先や運搬距離を明示する場合はその他の項目（　　　　　）に記入のこと。】

□ 処分場の受入条件　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

☑ 舗装切断時の排水処理

☑ 舗装切断時の回収水等の運搬・処理については、契約後、監督員と協議すること。

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

☑ 工事支障物件あり ☑ 支障物件名　（ □ 鉄道 ☑ 電気 ☑ 電話 ☑ 水道 □ ガス □ 有線 □ その他（　　　　　　　　　　　　）

□ 移設時期　　（ □ 令和　　　年　　　月　頃 □ 別途協議）

□ 防護　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ その他 □ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

仮設備関係

受注者は、工事着手前に計画工程表等（対象工種、期間等）を作成し、それを基に、監督員と必要とする水替日数を協議するこ
と。工事着手後、計画を変更する必要が生じた場合は、随時、協議を行い、計画を見直すこと。なお、水替日数の算出は、県が定
める作業日当たり標準作業量等を用い作成するものとし、現場条件等により県の標準作業量等と差が生じる場合は、その理由を明
確にした計画をもって協議すること。また、実績日数の確認方法についても合わせて協議を行うこと。

建設発生土・
産業廃棄物関係

運搬距離（Ｌ＝

受入地未定につき別途協議する。（ 暫定運搬距離Ｌ＝ 4.5

アスファルト・セメントコンクリート舗装の切断時に発生する排水（泥水）を河川や側溝に排水することなく排水吸引機能を有する切
断機械等により回収するものとする。また、回収水等は、産業廃棄物として取り扱うものとし、適正に処理しなければならない。「適
正に処理」するとは、「廃棄物処理及び清掃に関する法律」に基づき、産業廃棄物の排出事業者（受注者）が産業廃棄物の処理を委託
する際、適正処理のために必要な廃棄物情報（成分や性状等）を処理業者に提供することが必要である。なお、受注者は、回収水等の
産業廃棄物管理票（マニフェスト）について、監督員に提示しなければならない。

工 事 支 障
物 件 関 係

14

（注）上記受託業務事項・条件及び内容のレ印当該欄は、作業に当たって制約を受ける事となるので明示する。
　　　明示事項に変更が生じた場合及び明示されていない制約等が発生したときは、発注者と別途協議し適切な措置を講ずるものとする。
　　　別途協議とは、設計・現場説明又は作業打合せ等により協議するものとする。

鳥羽市



特記仕様書（施工条件明示一覧表） №4

明　示　項　目 明　　示　　事　　項 条　　　件　　　及　　　び　　　内　　　容

□ □ 設計条件（　　　　　） 工法区分（　　　　　） 材料種類（　　　　　） 施工範囲（　　　　　）

□ 削孔数量（　　　　　） 注入量　（　　　　　） その他　（　　　　　）

□ □ 工法関係（　　　　　　　　） 材料関係（　　　　　　　　）

□

□ □ その他（　　　　　　　　）

☑ 再生材使用の指定あり ☑ 再生材の種類（ ☑ 再生Ａsコン □ 再生路盤材 ☑ 再生クラッシャーラン □ 道路用盛土材 □ 再生コン砂　）

☑ 再生材が使用出来ない場合の措置（ ☑ 新材に変更 □ その他（　　　　　　） □ 別途協議　）

□ 六価クロム溶出試験あり（環境告示第46号溶出試験） □ 再生コンクリート砂（１購入先当たり１検体の試験を行い、試験報告書には、使用する工事名称、所在地を記載する。）

☑ 三重県リサイクル製品利用推進条例に基づく □

認定製品の使用について  （認定製品の品名：□ 盛土材 □ 埋戻し材 □ サンドクッション材 □ 上層路盤材 □ コンクリート二次製品

□ グレーチング □ その他（  ））

☑ 下記製品を本工事で使用する場合は、三重県リサイクル製品利用推進条例に基づく認定製品を使用するように努める。

 （認定製品の品名：　間伐材製工事用バリケード・看板・標示板  ）

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 工事用機材の保管及び仮置きの必要あり □ 保管場所（　　　　　　　　　　　　　） 期間（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） その他（　　　　）

□ 現場発生品あり □ 品名（　　　　　　　　） 数量（　　　） 保管場所（　　　　　　　　　　） その他（　　　　）

□ 支給品あり □ 品名（　　　　　　　） 数量（　　　　） 引渡場所（　　　　　　　）

時期（令和　　年　　月　　日） その他（　　　　　　　　　　　　）

□ 盛土材等工事間流用あり □ 運搬方法（ □ 受注者で運搬 □ 受注者以外で運搬 □ 別途協議 □ その他（　　　　　　　））

□ 引渡場所（ □ 別添図等 □ 別途協議　 □ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　））

数量（　　　　　） 運搬距離（Ｌ＝　　 ㎞）

□ 現場環境改善費適用工事 □ 現場環境改善の内容（率分）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 現場環境改善の内容（積上）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

☑ その他（　　不要材の引き取りについて　　　　　  ） ☑ その他

☑ その他（　　部分払いの指定項目について　　　  　） ☑ その他

☑ 適用条件 ☑ 三重県公共工事共通仕様書（令和6年7月版）を適用（部分改定を行った内容も含む（最新改定：令和7年7月））

☑ 「土木構造物設計マニュアル（案）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編」を適用

☑

☑

☑

□ 「基礎工（既製杭工）特記仕様書」を適用（鳥羽市HP「設計・積算情報」を参照  ）

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ダンプトラック等による過積載等の防止に関する特記仕様書を適用（鳥羽市HP「設計・積算情報」を参照  ）

薬液注入関係 薬液注入工法等の指定あり

提出書類あり

注入量の確認、注入の管理及び注入の効果の確認

その他（　　　　　　　　　）

再生材使用関係

三重県リサイクル製品利用推進条例に基づく認定製品を使用する。ただし、認定製品が入手できない場合は、監督員と別途協議するこ

と。

そ　の　他

適 用 条 件

デジタル工事写真の小黒板情報電子化に係る特記仕様書（鳥羽市HP「設計・積算情報」を参照  ）

「月２回土日完全週休２日制工事（発注者指定型）」に係る特記仕様書（鳥羽市HP「設計・積算情報」を参照  ）

（　発注者は、現場条件の変更により使用不要となった材料に関して、発生材として引き取らないこととし、受注者の責任
において処理をすること。　）

（　部分払いは、監督員の検査を要する、要しないに関わらず設計図書で部分払いの対象とすることを指定したものに
限る。(第37条)なお、部分払いの対象としないものは以下の通りとする。　）
　部分払い非対象項目（　水道配管材料費のうち現場施工を伴わない材料を出来高とする場合　　）

（注）上記受託業務事項・条件及び内容のレ印当該欄は、作業に当たって制約を受ける事となるので明示する。
　　　明示事項に変更が生じた場合及び明示されていない制約等が発生したときは、発注者と別途協議し適切な措置を講ずるものとする。
　　　別途協議とは、設計・現場説明又は作業打合せ等により協議するものとする。
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特記仕様書（施工条件明示一覧表） №5

明　示　項　目 明　　示　　事　　項 条　　　件　　　及　　　び　　　内　　　容

□ 入札時ＶＥ方式 □ 契約前のＶＥ提案に基づき施工しなければならない。

□ 契約後ＶＥ方式 □ 契約後にＶＥ提案を受け付ける。

□ 設計・施工一括発注方式 □ 細部設計の承認を受けなければならない。

□ プロポーザル方式

□ 総合評価方式 □

□ 工事完成図書（工事写真含む） □ 工事完成図書は電子納品とする。ただし、電子化が困難な部分について監督員と協議承諾を得たものについてはこの限りではない。

☑ 電子納品対象外 電子媒体の提出部数は、（ □ ２部 □ （　　　　）部）とする。

□ 年 月改訂）を適用

□ 地盤情報データベースの登録の必要あり □ 検定及び登録機関（一般財団法人国土地盤情報センター（https://ngic.or.jp/））

□ 検定料金の計上（ □ Ａ検定 □ Ｂ検定 ）

（注：受注後、これにより難い場合は設計変更の対象とする。）

□ 産業廃棄物税 □

☑ コリンズ（CORINS）の作成・登録 ☑ 三重県公共工事共通仕様書に基づき、コリンズ（CORINS）の作成・登録を行うこと。

☑ 建設副産物情報交換システム ☑

☑ 建設発生土情報交換システム ☑

□ 下請企業の次数制限 □ 本工事における下請の次数は、２次（建築一式工事は３次）までとする。

上記次数を超える下請契約を締結する場合は、下請契約締結前に書面により発注者の承諾を得ること。

☑ 市内企業の優先使用 ☑

☑ 建設資材の県内産製品優先使用 ☑

☑ 本工事で使用する建設資材の調達にあたっては、極力県内の取り扱い業者から購入するよう努めること。

□ 県産木材の利用を指定する工種あり □

 （工種： □ 工事案内看板（標示板） □ 仮設防護柵工 □ 公園施設工（　　　　） □ 植栽支柱工 □ 木製ガードレール

□ 柵工 □ 筋工 □ 型枠工 □ 視線誘導標 □ 治山ダム工 □ 土留工 □ 伏工（　　　　）

□ 階段工 □ 案内標識 □ その他（　　　　　　） ）

□ 上記で指定した工種においては、県産木材の使用が証明できる資料（県産材証明書、納品書等）を監督員に提出しなければならない。

□ 加圧注入による防腐・防蟻処理の性能区分について、設計図書に明示あり。

□ 加圧注入による防腐・防蟻処理の性能区分を証明できる品質証明書等を監督員に提出すること。

□ 木製ガードレールについては、平成１０年１１月５日付建設省道環発第２９号「防護柵設置基準の改定について」及び同関連通達「車

両用防護柵性能確認試験方法について」に定められた試験方法により、土木研究センターにて検証し防護柵の性能を満たしたものであ

ることを証明できる品質証明書等を監督員に提出すること。

コリンズ
作成・登録

入札・契約方式

本件工事で提案不履行があった場合は、本件工事完成年度の翌年度に総合評価方式で発注する案件（以下「発注工事」という。）で、
貴社の評価点において発注工事の加算点（満点）の１割を減点します。

電 子 納 品

三重県ＣＡＬＳ電子納品運用マニュアル（令和

地質調査の
電子成果品等

産業廃棄物税 本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、受注者が課税対象となった場合には完成年度の翌年度の4月1日から8月31日
までの間に別に定める様式に産業廃棄物税納税証明書等を添付して当該工事の発注者に対して支払請求を行うこと。なお、この期間を
超えて請求することはできない。また、設計数量を超えて請求することはできない。

建設副産物・建設
発生土情報交換シ

ステム

三重県公共工事共通仕様書に基づき、建設副産物情報交換システムにデータを入力すること。

三重県公共工事共通仕様書に基づき、建設発生土情報交換システムのデータ更新を行うこと。

下請関係
下請企業
次数制限

市内企業
優先使用

本工事において、下請契約を締結する場合は、当該契約の相手方（２次以下の請負人を含む）を市内に本店（建設業法において規定す
る主たる営業所を含む）を有する者を優先して選定するよう努めること。

県内産製品
優 先 使 用

本工事に使用する建設資材について、規格・品質等の条件を満足するものについては、県内産資材の優先使用するよう努めること。

県産木材の
利用推進

次の工種においては、県産木材を利用する。ただし、県産木材が利用できない場合は、監督員と別途協議すること。

（注）上記受託業務事項・条件及び内容のレ印当該欄は、作業に当たって制約を受ける事となるので明示する。
　　　明示事項に変更が生じた場合及び明示されていない制約等が発生したときは、発注者と別途協議し適切な措置を講ずるものとする。
　　　別途協議とは、設計・現場説明又は作業打合せ等により協議するものとする。

鳥羽市



特記仕様書（施工条件明示一覧表） №6

明　示　項　目 明　　示　　事　　項 条　　　件　　　及　　　び　　　内　　　容

☑ ☑

☑ ☑社会保険等未加入
対策

社会保険等未加入対策
（健康保険、厚生年金保険及び雇用保険）

適用除外でないにも関わらず社会保険等に未加入である建設業者を下請負人としてはならない。
受注者は、施工体制台帳・再下請負通知書の「健康保険等の加入状況」欄により下請業者が社会保険等に加入しているかどうかを確認
すること。また、発注者が加入状況を証明する書類の提出又は提示を求めた場合、速やかに対応すること。

不当介入を
受けた場合の

措置

不当介入を受けた場合の措置 暴力団員等による不当介入（三重県公共工事等暴力団等排除措置要綱第２条第１項第14号）を受けた場合の措置について

(1) 受注者は暴力団員等（三重県公共工事等暴力団等排除措置要綱第２条第１項第12号）による不当介入を受けた場合は、断固と
してこれを拒否するとともに、不当介入があった時点で速やかに三重県警察本部に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を
行うこと。

(2) (1)により三重県警察本部に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行った場合には、速やかに発注者に報告すること。発注
者への報告は必ず文書で行うこと。

(3) 受注者は暴力団員等により不当介入を受けたことから工程に遅れが生じる等の被害が生じた場合は、発注者と協議を行うこと。

（注）上記受託業務事項・条件及び内容のレ印当該欄は、作業に当たって制約を受ける事となるので明示する。
　　　明示事項に変更が生じた場合及び明示されていない制約等が発生したときは、発注者と別途協議し適切な措置を講ずるものとする。
　　　別途協議とは、設計・現場説明又は作業打合せ等により協議するものとする。

鳥羽市
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